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当院では、地域の中学生の職場体験学習を受け入れています。

本年度も5月26日から29日の4日間、岡山県立岡山操山中学校

2年生の生徒さん4名が当院に職場体験学習に来られました。

体験したのは、看護部（本館7階・西館6階）、放射線科、リハビリテーションセンター、栄養科、薬

剤科、中央検査科の6つの職場です。

中学生4名は、職場体験学習を通して当院を「笑顔でやさしい病院」と感じてくれていました。そして、

「看護師だけではなく、いろいろな職種の人がいました」「看護師は医師の仕事のお手伝いと思っていまし

たが、患者さんの傍にいることが多く、ケアすることが仕事だと知りました」という感想があり、中学

生の視点で“チーム医療の実践”を体験することで、医療職のイメージを身近なものとして感じている

ようでした。

4日間と短い期間でしたが、当院の職場体験学習を通じて、それぞれの職種の役割だけではなく、病院

という建物の中でさまざまな職種が働いていることを理解してくれたようでした。体験途中には、当院

の山本和秀院長との対談の時間もあり、山本院長が「医師という仕事、病院で働くこと」について話す

と、熱心に耳を傾けていました。将来、医療職を希望している生徒さんもいます。将来の夢に向かって

成長されることを期待しています。

中学生が職場体験学習
●副看護部長 茅原路代

7月4日（土）に岡山済生会看護専門学校の調理室において上記の会

を開催しました。患者さん・ご家族合わせて8名と、中塔糖尿病セン

ター長、岡薬剤師、高瀬看護師、管理栄養士和田･大原のスタッフ5名の計13名で料理をしました。

今回のメニューは、夏バテ予防をテーマにピリ辛料理の簡単ビビンバと、きゅうり、なす、トマト、

オクラなど夏野菜をたっぷり使ったおろし和え、爽やか味のトマトゼリーの3品を作りました。1グルー

プ4～5名で、食べ物や趣味の話をしながらわきあいあいと料理し、約１時間で完成しました。簡単ビビ

ンバは、ご飯が一人100gと丼ものとしては少ない量でしたが、上にのせる具でボリュームアップし、

ゆっくりよく噛んで食べることで満足する丼となりました。

参加者からは「野菜がたくさん食べられて大満足です。ぜひ家でも作りたい」「皆さんと楽しく料理で

きました。また来たいです」など好評でした。

トマトゼリーのレシピを紹介します。おやつに作ってみて

はいかがでしょうか？

第12回糖尿病料理教室を開催して
●栄養科長 大原 秋子


